
誰一人取り残さないための学力向上アクションプラン 令和７年５月１日現在 江戸川区立篠崎第二中学校

年度 国語 数学 学年 国語 数学 英語

令和８年度の目標 50.0% 53.0% 第２学年 47.8% 47.8% 53.9%

令和７年度の目標 47.0% 50.0% 第１学年 48.3% 53.8% 52.6%

令和６年度の結果 45.9% 55.0%

令和５年度の結果 48.0% 57.0%

学校全体の取組

特に支援が必要な児

童・生徒への手だて

成果指標 ・学力向上を図るための調査各教科の「授業の

内容はどのくらい分かりますか。」肯定的な回

答 90％以上を目標とする。

・学力向上を図るための調査の「授業で問題や

活動に取り組んで『できた』『分かった』を感

じることが多いですか。」

肯定的な回答80%以上を目標とする。

・学力向上を図るための調査の「学校での授業

時間以外に、1日あたりどれくらいの時間勉強し

ていますか。」1 時間以上の回答80%以上を目標

とする。

・学習状況を把握し、基礎的基本的な習得を図

るために単元テストや小テストを実施する。

・思考力、判断力、表現力等をバランスよく育

成するために、対話的な学びや発表活動や個別

学習を単元指導時間の20％設定する。

・定期テストに向けて１週間のstudy-weekを実

施 する。

・漢字、計算、スぺリングコンテストをそれぞ

れ年１回実施する。

・数学の単元別検定を年３回実施する。

・数学、英語における少人数指導や放課後補習

教室を有効に活用させ、学習の理解度を高めさ

せる。

・課題や提出物の期限の徹底するとともに、提

出の支援や課題提示方法の工夫も行う。

・週1回校内委員会を開催し、指導方法について

情報交換を行う。

・個に応じた意図的・組織的な指導を行う。

・一斉指導に加えて、個別指導や視覚教材、ICT

の活用を推進し、理解を促す。

・定期考査前に質問教室や補習を実施し、個々

の学力や理解度に応じた個別指導を行う。

・生徒だけてなく三者面談等を通じて家庭学習

定着の呼びかけ及び、協力依頼を行う。

・メディアコントロールチャレンジ週間を設定

し、実態を把握したうえで、学習時間の増加を

促す。

全国学力・学習状況調査

Ａ・Ｂ層の割合

令和６年度江戸川区学力調査結果

Ａ・Ｂ層の割合

目標達成に向けた取組

教員の指導力向上 基礎学力の保障 学習習慣の確立


